
118

Ｖない形活-04

＜グループ2＞＜グループ1＞

けい けい

Vます形 ⇒ Vない形

◯ます → ○ない
　　 おきます→おきない

　　　　　　　　　   たべます→たべない

◯います → ○わない　  かいます　→かわない

○きます → ○かない　  かきます　→かかない

○ぎます → ○がない　  およぎます→およがない

○します → ○さない　  はなします→はなさない

○ちます → ○たない　  まちます　→またない

○にます → ○なない　  しにます　→しなない

○びます → ○ばない　  あそびます→あそばない

○みます → ○まない　  よみます　→よまない

○ります → ○らない　  かえります→かえらない

します　→　しない

きます　→　こない

＜グループ3＞

＜グループ2＞＜グループ1＞

じしょけい けい

V辞書形 ⇒ Vない形

◯る  →  ○ない
　　おきる  →  おきない

　　　　　　　　　たべる  →  たべない

◯う  →  ○わない　  　かう　  →  かわない

○く  →  ○かない　  　かく　  →  かかない

○ぐ  →  ○がない　  　およぐ  →  およがない

○す  →  ○さない　  　はなす  →  はなさない

○つ  →  ○たない　  　まつ　  →  またない

○ぬ  →  ○なない　  　しぬ　  →  しなない

○ぶ  →  ○ばない　　  あそぶ  →  あそばない

○む  →  ○まない　  　よむ　  →  よまない

○る  →  ○らない　  　かえる  →  かえらない

する　→　しない

くる　→　こない

＜グループ3＞
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先生へ
けい どう し かつようけい ひと

◆「Vない形」は動詞の活用形の一つ。
けい つぎ つか

◆「Vない形」は次のように使われる。
から た もの た

　　　  例 1　辛い食べ物を食べないでください。
ひと せんせい き

　　　　   2　わからない人は先生に聞いてください。
やま だ こ おも

　　　　   3　山田さんはきょう来ないと思います。
きょうしつ つか でん き け

　　　　   4　教室を使わないとき、電気を消してください。
あめ ふ

　　　　   5　あしたは雨が降らないでしょう。
ぶんまつ お じょうたい つか

　 ◆  文末に置かれ、常体として使われる。
けい じ しょけい どう し かつよう ちゅうい

◇  1グループの「ます形」が「○います」、「V辞書形」が「○う 」となる動詞の活用は、注意すること。
か か か

　　　　例　買います／買う→買わない　（「かあない」とならないようにする）　　
どう し どう し どう し かたち く べつ どう し

    ◇ グループ1動詞とグループ2動詞の“-imasu / iru”動詞は、形から区別しにくい。グループ2の動詞
おぼ かつよう こんらん

        を覚えさせると活用で混乱しない。
に  ほん  ごのうりょくし けん きゅうそうとう どう し み き お お か あ

　　 日本語能力試験4級相当の動詞:いる、見る、着る、起きる、降りる、借りる、浴びる

【関連項目】

　活-05　　常体形

【「れんしゅう編」の練習】

　★9-1　　「ない形」クイズ

　　 9-5　　お大事に




